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骨こ
つ

粗そ

し
ょ
う
症
と
は

　

骨
の
強
度
が
低
下
し
、
骨
折
し

や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
病
気
が
進

行
す
る
と
骨
の
内
部
が
空
洞
の
よ
う

な
状
態
と
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
転

倒
や
衝
撃
で
も
骨
折
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

骨
の
強
度

　

骨
の
強
度
は
骨
密
度
と
骨
質
の
２

つ
の
要
素
で
決
ま
り
ま
す
。
７
割
が

骨
密
度
、３
割
が
骨
質
で
す
。現
在
、

骨
質
を
正
確
に
測
る
方
法
は
確
立
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
骨
密
度
は
正
確
に

測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

骨
密
度
と
は

　

骨
密
度
と
は
、
骨
に
含
ま
れ
る
カ

ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
の

骨
塩
量
（ｇ）
を
測
り
、
そ
れ
を
骨
の

面
積

（㎠）
で
割
っ
た
値
で
す
。

　
一
般
的
に
骨
密
度
が
高
い
ほ
ど
骨

が
強
く
、
低
い
ほ
ど
骨
が
弱
い
と
さ

れ
ま
す
。
骨
密
度
検
査
は
骨
の
強

さ
を
知
る
有
用
な
検
査
方
法
の一つ

で
す
。

骨
密
度
の
測
定
方
法

　

骨
密
度
を
測
定
す
る
主
な
方
法

は
３
つ
あ
り
ま
す
。

♦
定
量
的
超
音
波
骨
量
測
定
法

（
Ｑ
Ｕ
Ｓ
法
）

　

超
音
波
を
か
か
と
や
脛す

ね

の
骨
に
当

て
骨
の
強
さ
を
測
り
ま
す
。
骨
に
伝

わ
る
超
音
波
の
速
度
や
伝
播
中
の
超

音
波
の
減
衰
の
様
子
か
ら
骨
の
評
価

を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
方
法
は
放
射
線
被
ば
く
の
心

配
が
な
く
、
妊
婦
や
子
ど
も
の
検
査

に
安
全
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
測
定
精
度
は
あ
ま
り
高
く

あ
り
ま
せ
ん
。

♦
Ｍ
Ｄ
法

（
Ｍ
ｉｃｒｏ
ｄｅｎｓ
ｉ
ｔｏｍｅ
ｔｒｙ
法
）

　

Ｘ
線
を
使
っ
て
両
手
と
ア
ル
ミ
板

を
同
時
に
撮
影
し
ま
す
。
Ｘ
線
写
真

に
て
骨
の
濃
度
と
ア
ル
ミ
板
の
濃
度

を
比
較
す
る
こ
と
で
骨
密
度
を
測
定

し
ま
す
。

　

測
定
す
る
の
は
、
人
指
し
指
に
つ

な
が
る
骨（
第
二
中
手
骨
）を
計
測

し
ま
す
。
測
定
に
よ
り
骨
密
度
が

低
下
し
て
い
る
場
合
、
骨
折
す
る
確

率
が
増
え
る
と
さ
れ
ま
す
。

♦
二
重
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｘ
線
吸
収
測
定

法（
Ｄ
Ｘ
Ａ
法
・
デ
ク
サ
法
）　

　

２
種
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
Ｘ

線
を
人
体
に
照
射
し
、
透
過
前
後

の
Ｘ
線
の
減
衰
率
か
ら
骨
密
度
を
求

め
ま
す
。

　

専
用
の
測
定
装
置
で
、
腰
の
骨

（
腰
椎
）、
や
足
の
付
け
根
の
骨（
大

腿
骨
近
位
部
）ま
た
は
腕
の
骨
を
測

定
し
ま
す
。

　
「
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
と
治
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
５
年
」に
よ
る

と
、
骨
密
度
検
査
は
Ｄ
Ｘ
Ａ
法
で
腰

椎
、
大
腿
骨
近
位
部
の
両
者
を
測

定
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
最
も
精
度
が
高
い
検
査

方
法
で
す
。
Ｘ
線
を
使
用
す
る
た
め

被
ば
く
し
ま
す
が
、
被
ば
く
線
量
は

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
同
等
も
し
く

は
、
そ
れ
以
下
で
す
。

　

3
つ
の
方
法
の
中
で
、
定
量
的
超

音
波
骨
量
測
定
法
は
、
広
く
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
的
に
使
用
す
る
の
に
有

用
で
す
。
Ｍ
Ｄ
法
は
骨
粗
し
ょ
う
症

診
断
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
二
重
エ
ネ

ル
ギ
ー
Ｘ
線
吸
収
測
定
法
は
、
骨
粗

し
ょ
う
症
の
診
断
お
よ
び
薬
物
治
療

の
効
果
の
判
定
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

測
定
結
果
に
つ
い
て

　

測
定
結
果
は
、
若
い
人
の
骨
密

度
平
均
値
を
１
０
０
％
と
し
た
場
合

の
、
自
分
の
骨
密
度
の
割
合
と
し
表

示
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
骨
密
度
を
知
る

　

自
治
体
の
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
を
利
用
し
自
分
の
骨
密
度
を
測

定
す
る
こ
と
で
、
自
覚
症
状
の
乏
し

い
骨
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

骨
密
度
が
低
下
し
て
い
る
も
の
の

骨
折
の
な
い
状
態
で
骨
粗
し
ょ
う
症

を
発
見
で
き
れ
ば
早
期
発
見
で
あ

り
、
早
期
治
療

や
骨
折
の
予
防

に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
と
骨
密
度
検
査

監
修　
市
民
病
院　
放
射
線
課
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わがまちの文化財・施設紹介
再発見！

ごみの減量考えよう！

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
量

　

今
回
は
、
直
近
３
年
間
の
市

に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
量
の
変

化
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
と
資
源
に
つ
い
て

は
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

可
燃
ご
み
は
、
人
口
減
少
に
伴

い
総
量
が
減
少
し
て
い
る
だ
け

で
、
一人
あ
た
り
の
排
出
量
で
見

て
み
る
と
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。

資
源
は
、一人
あ
た
り
の
排
出
量

も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

不
燃
ご
み
と
粗
大
ご
み
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
と
な
っ
た
家
な
ど

の
片
付
け
に
伴
っ
て一
時
的
に
排

出
量
が
増
加
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
ご
み
の
適
正
な
分
別
や「
お
い

く
ら
」「
ジ
モ
テ
ィ
ー
」な
ど
を

活
用
し
た
リ
ユ
ー
ス
を
行
い
、
ご

み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
現
状

鳳
来
寺
山
と
コ
ケ
植
物

　

鳳
来
寺
山
は
、
国
指
定
の
名

勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
と
し

て
、
古
く
か
ら
自
然
が
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。
渓
流
沿
い

の
林
内
で
は
多
く
の
コ
ケ
植
物

が
生
育
し
て
お
り
、
景
観
が
大

変
美
し
い
場
所
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

鳳
来
寺
山
の
表
参
道
登
り
口

一
帯
は
２
０
０
７
年
に
日
本
蘚
苔

類
学
会
に
よ
っ
て「
日
本
の
貴
重

な
コ
ケ
の
森
」に
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
選
定
範
囲
で
は
、
ヤ
マ

ト
ハ
ク
チ
ョ
ウ
ゴ
ケ
や
コ
バ
ノ
イ

ク
ビ
ゴ
ケ
、
タ
チ
チ
ョ
ウ
チ
ン
ゴ

ケ
、
ク
マ
ノ
ゴ
ケ
、
キ
ブ
ネ
ゴ
ケ

と
い
っ
た
全
国
的
に
も
希
少
な

種
の
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
自
然
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
タ
チ
チ
ョ
ウ
チ
ン
ゴ

ケ
と
キ
ブ
ネ
ゴ
ケ
は
鳳
来
寺
山

で
絶
滅
し
た
可
能
性
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
表
参
道
の
登
り
口
で

は
、
常
緑
樹
や
シ
ダ
植
物
の
葉

の
表
面
に
カ
ビ
の
よ
う
な
微
小

な
コ
ケ
植
物
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
カ
ビ
ゴ
ケ
に
鼻

を
近
付
け
て
嗅
い
で
み
る
と
ツ
ン

と
鼻
を
つ
く
よ
う
な
臭
い
が
し

ま
す
。
こ
の
臭
い
は
塩
水
や
酒

で
洗
い
な
が
ら
熟
成
さ
せ
た

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
の
臭
い
に
例

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
臭
い
を
覚

え
る
と
、
近
く
に
カ
ビ
ゴ
ケ
が

生
育
し
て
い
る
か
ど
う
か
感
じ

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ビ
ゴ
ケ
の
よ
う
に
他
の
植

物
の
葉
の
上
に
生
え
る
コ
ケ
植

物
は
環
境
の
変
化
に
敏
感
な
種

が
多
く
、
全
国
的
に
数
を
減
ら

し
て
い
ま
す
。
表
参
道
が
い
つ
ま

で
も
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
の
臭
い

で
充
満
し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば

か
り
で
す
。

問合せ：鳳来寺山自然科学博物館（TEL.35-1001）

vol

219

令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

可燃ごみ 	 8,608t	（191） 	 8,533t	（193） 	 8,298t	（193）

不燃ごみ 	 281t	（6.25） 	 231t	（5.23） 	 249t	（5.81）

資源 	 1,933t	（43.01） 	 1,790t	（40.55） 	 1,658t	（38.75）

粗大ごみ 	 408t	（9.07） 	 441t	（9.99） 	 424t	（9.91）
※（　　）は一人当たりの排出量（kg）

問合せ：生活環境課（TEL.23-7629）

vol

5

▲カビゴケ
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193
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193
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奥三河ミライバレープロジェクト

しんしろ学校給食通信

　

昨
年
の
広
報
し
ん
し
ろ「
ほ
の

か
」11
月
号
で
紹
介
し
た
ス
マ
ー

ト
ウ
ォ
ッ
チ
に
つ
い
て
の
お
話
を

し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
を
装
着
す

る
と
自
分
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ

（
歩
数
、心
拍
、睡
眠
の
質
な
ど
）

の
見
え
る
化
が
で
き
ま
す
。
私

が
以
前
取
材
し
た「
健
康
を
つ

く
る
」こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
企
業
か
ら
は
、「
は
か
る
」「
わ

か
る
」「
き
づ
く
」「
か
わ
る
」の

仕
組
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、「
は
か
る（
＝
見
え
る

化
）」は
、
行
動
変
容
の
第
一
歩

な
の
で
す
。

　

私
も
医
学
部
の
先
生
方
に
勧

め
ら
れ
て
半
年
間
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
を
装
着
し
、
健
康
状

態
の
見
え
る
化
に
触
れ
、「
面
白

い
」「
歩
こ
う
」「
睡
眠
を
良
く

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ

う
」
な
ど
の
気
づ
き
に
よ
り
、

「
寝
る
前
に
ス
マ
ホ
を
見
な
い
」

「
目
標
設
定
し
て
歩
数
を
徐
々

に
増
や
す
」な
ど
の
行
動
変
容

を
継
続
的
に
実
施
し
、
今
や
日

常
生
活
の一部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
は
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
で
計

測
し
た
私
の
睡
眠
の
状
態
と
山

登
り
を
し
た
と
き
の
心
拍
の

デ
ー
タ
で
す
。
デ
ー
タ
を
見
る

こ
と
で
自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
考
え
、
検
索
し
た
く
な
り
ま

せ
ん
か
。

文
責
　
名
古
屋
大
学 

　
　
　
未
来
社
会
創
造
機
構

　
　
　
特
任
准
教
授
　
吉
川 

正

問合せ：総合政策課（TEL.23-7696）

vol

15

　

こ
れ
ま
で
は
、
受
入
室
の
新

規
整
備（
新
城
中
学
校
）や
既
存

教
室
を
受
入
室
に
転
用
す
る
改

修（
東
郷
東
小
学
校
、
庭
野
小

学
校
、
鳳
来
東
小
学
校
、
鳳
来

中
学
校
）を
主
に
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
既
存
給
食
室
を
受

入
室
に
改
修
す
る
工
事
を
主
に

進
め
て
お
り
、
回
転
釜
な
ど
給

食
室
内
の
調
理
機
器
類
を
全
て

撤
去
し
、
配
膳
員
の
休
憩
室
整

備
な
ど
の
内
装
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

既
存
給
食
室
の
改
修
は
学
校

ご
と
に
工
事
条
件
が
異
な
っ
た

た
め
、
１
学
期
か
ら
工
事
着
手

し
た
学
校（
千
郷
中
学
校
、
東

陽
小
学
校
）、
給
食
提
供
を
優

先
し
て
１
学
期
の
給
食
提
供
終

了
後
か
ら
工
事
着
手
と
し
た
学

校
な
ど
、
工
事
の
進
捗
状
況
は

各
校
異
な
り
ま
す
が
、
概
ね
予

定
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。

　

全
て
の
学
校
の
工
事
完
了
ま

で
引
き
続
き
気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
、
安
全
に
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　問合せ：学校給食課（TEL.22–9906）

vol

17

▲東陽小学校（改修前） ▲東陽小学校（改修後）
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デイビッドだより
ニューキャッスル・アライアンス

新城図書館だより

問合せ：新城図書館（TEL.23‐2333  FAX.24‐3415）〈 今月のチュウモク本 〉

　デンマークのニイボーグにある歴史的な中世のお城
の改修プロジェクトが始まることになりました。
　このお城は1282年に当時のデンマーク王のエーリッ
ク5世が現存するデンマークの最初の憲法に署名した
場所で、また、デンマークの最初の議会の会場となっ
た有名な場所です。
　改修が必要な状態だったため、7年間一般公開され
ていませんでした。今回の改修で一般の方が入場でき
るようになります。改修工事は、遅くとも2028年には
終わる予定です。ぜひ皆さんも訪れてみて下さい。

問合せ：市民自治推進課（TEL.23-7697）

vol

46

9月の休館日 17日㈫、３0日㈪
開館時間 9:00～20:00

一般書
「難問の多い料理店」

～ホール展示「ポップツリー」をご覧になりませんか～

結
ゆう

城
き

 真
しん

一
いち

郎
ろう

／著
背ラベル 913. 6 ﾕ 24

デリバリー専門レストランのオーナーシェフ探偵が、
配達員の調査を基に謎を解くという、設定も内容も
見事な連作短編集です。前作「＃真相をお話しします」
で若手最注目となった作家の第２作。

「ポップツリー」は、新城図書館
まつりで募集した、おすすめ本の
ポップ展示です。
いろいろな年代の方が、コメント
とともにおすすめ本を紹介してくだ
さっています。

ほかにも、ミステリーが楽しめる新刊本を紹介します。
「明智恭介の奔走」
　今

いま
村
むら

 昌
まさ

弘
ひろ

／著  913.6ｲ24

「科捜研の砦」
　岩

いわ
井
い

 圭
けい

也
や

／著  913.6ｲ24

「首
くび
木
き
の民
たみ
」

　誉
ほん

田
だ

 哲
てつ

也
や

／著  913.6ﾎ24

デイビッド・フォークナーさん

▲ニイボーグ城

今回はデンマークの
ニイボーグからお知らせです！

新城図書館
ホームページ

９月末まで、ホールで
展示しています。
本も一緒に展示して
ありますので、ぜひ
読んでみてください。
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連載コーナー

福祉のお仕事

世話人のスケジュール例
時間 内　　容

6:00 出勤、朝食作り、
前日申し送り事項の確認

7:00 入居者さん朝食（食事介助等）、
入居者さん出勤準備サポート

8:00 掃除・洗濯など

9:00 退勤（朝の業務終了）

16:00 出勤（夕方の業務開始）、
夕食作り、入浴準備など

17:00 入浴支援

18:00 入居者さん夕食（食事介助等）

19:00 掃除・洗濯など、
日誌などの記録20:00

21:00 夜勤職員と引き継ぎ

※上記以外に、随時通院支援や会議参加
※夜勤職員は睡眠確認、室温チェック、
体位交換、事務などを行います。

問合せ：福祉課（TEL.23-7624）

第7話

　

新
城
市
に
は「
新
城
市
福
祉

従
事
者
が
や
り
が
い
を
持
っ
て

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
条
例
」が
あ
り
ま
す
。

福
祉
に
関
わ
る
仕
事
は
多
岐
に

わ
た
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
り

が
い
と
魅
力
あ
る「
福
祉
の
お

仕
事
」を
隔
月
で
紹
介
し
ま
す
。

世
話
人（
障
害
者
総
合
支
援
法
の
共

同
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
）の

仕
事

共
同
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
と
は

　

共
同
生
活
援
助
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の一つ

で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
も
呼
ば
れ
、

一つ
の
住
居
に
複
数
の
方
が
共
同
生

活
を
し
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

の
思
い
は
、「
介
護
者
が
居
な
く
な
っ

た
の
で
、
自
宅
以
外
の
場
所
で
安
心

し
て
暮
ら
し
た
い
」、「
親
元
か
ら
離

れ
た
生
活
を
し
た
い
」、「
い
ず
れ
は一

人
暮
ら
し
を
し
た
い
の
で
、
そ
の
練

習
を
し
た
い
」な
ど
様
々
で
す
。

　

世
話
人
は
、
入
浴
、
食
事
、
排

泄
な
ど
の
日
常
生
活
支
援
、
服
薬

管
理
や
通
院
支
援
な
ど
医
療
機
関

と
の
連
携
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
入
居

者
さ
ん
と一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
楽
し
み
な
こ
と
を
話
し
合
っ

た
り
も
し
ま
す
。
入
居
者
さ
ん
に

と
っ
て
は「
家
庭
」な
の
で
、
穏
や
か

に
過
ご
せ
る
雰
囲
気
が
大
切
で
す
。

新
城
市
内
の
状
況

　

市
内
に
あ
る
３
つ
の
法
人
が
、
合

計
13
箇
所
の
共
同
生
活
住
居
を
提

供
し
て
お
り
、
常
に
満
室
に
近
い
利

用
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
に

聞
き
ま
し
た
！

（福）
新
城
福
祉
会

サ
ポ
ー
ト
ホ
ー
ム
し
ん
し
ろ

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
　
岡
　
裕
子
さ
ん

こ
の
仕
事
の
魅
力
は
な
ん
で
す
か
？

　

昼
間
お
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
る
入

居
者
さ
ん
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
で

過
ご
し
て
い
る
場
面
を
見
る
と
、
何

と
も
言
え
な
い
嬉
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

入
居
者
さ
ん
や
、
そ
の
ご
家
族
と

深
い
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
、
感
謝
の
言
葉
や
笑
顔
に
触
れ
る

こ
と
で
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
仕
事
で
配
慮
し
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
？

　

個
々
の
生
活
習
慣
や
好
み
に
配
慮

し
尊
重
す
る
な
ど
、
入
居
者
さ
ん一

人一人
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
合
わ
せ
た

支
援
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
暮

ら
し
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
入
居
者
さ
ん
の
健
康
と
安
心

安
全
な
暮
ら
し
の
確
保
も
心
が
け
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
世
話
人
の
業
務
は
、
日

中
活
動
の
事
業
所
と
比
べ
て
、
ひ
と

り
で
支
援
を
行
な
う
場
面
が
多
い
た

め
、
支
援
中
で
の
出
来
事
や
困
り
事

を
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
の一
環
と
し
て
聞
く

よ
う
に
し
て
お
り
、私
自
身
も
上
司
、

同
僚
に
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
た

め
の
課
題
は
な
ん
で
す
か
？

　

新
城
市
で
共
同
生
活
援
助
事
業

を
始
め
た
頃
、
ご
本
人
、
ご
家
族

と
も
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
に
く
く
ニ
ー

ズ
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、次
第
に

「
親
亡
き
後
の
生
活
」と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
り
た

い
と
い
う
声
を
多
数
耳
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
空
き
が
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
物
件
は
あ
っ
て
も
世
話

人
さ
ん
を
確
保
す
る
事
が
難
し
い
た

め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
増
や
す
こ

と
は
難
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

世
話
人
の
仕
事
は
、
入
居
者
さ

ん
の
人
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い

う
、
と
て
も
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。

▲入居者さんとのコミュニケーション
　（文字盤を使った会話）
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しみんのトビラ

揚げ焼きナスと香味野菜のラ－ポンソースかけ揚げ焼きナスと香味野菜のラ－ポンソースかけ
作り方
①	なすはヘタを取って縦４等分にする（なすが長ければ半分に切る）。な
すを５分ほど水にさらしてアクを取り、ペーパータオルなどで水気を
取る。

②	玉ねぎはスライス、にんじん、しょうが、みょうがはそれぞれ千切り
にする。大葉は４枚を重ねて縦半分に切り細切りにする。具材を大雑
把に混ぜ合わせ、ビニール袋などに入れて冷蔵庫で１５分ほど冷やし
ておく。

③	小さめのボウルに調味料Ａの材料を入れてよく混ぜ合わせ、ラップを
して冷蔵庫で冷やす。

④	フライパンに多めのサラダ油を熱し、中火でなすの両面をこんがり焼
く。焼き目がついたら火から下ろして皿に盛り分ける。

⑤	冷蔵庫で冷やしておいた②の香味野菜を散らし、同じく冷やしておい
た③のラー油ポン酢をかける。

レシピ：農村輝きネット・しんしろ

材料（4人分）
なす…………………………４本
玉ねぎ………………… １／２個
にんじん……………… １／４本
しょうが… …………………１片
みょうが… …………………３個
大葉………………………４枚
サラダ油……………… 大さじ４ 問合せ　農業課（℡23-7632）

市民の皆さんからの情報をお待ちしています。イベント紹介や募集、地区の出来事など皆さんからの耳よりな話をお寄せください。
問合せ 23-7623（秘書人事課）

○調味料（Ａ）
ポン酢しょうゆ………… 大さじ６
ラー油………………… 小さじ１
ごま油………………… 小さじ１
おろししょうが……… １／２片分

今月のレシピ

剪定技能講習
市内在住の６０歳以上で、健康で働く意欲のある方を対象に実施します。

日　時　１０月８日㈫９：３０～１６：３０	 場　所　新城総合公園
定　員　２０人	 費　用　無料
申　込　�９月１８日㈬までに申込用紙（新城市シルバー人材センターで配布）に必要事項を記入し、郵送、ＦＡＸま

たはメールで愛知県シルバー人材センター連合会へお申し込みください
問合せ　新城市シルバー人材センター（℡２３－５６６６）

モンテネグロ若者交流ホストファミリー募集
９月２９日㈰～１０月４日㈮の期間、モンテネグロの「新城」ヘルツェグ・ノヴィから１６～１８歳の１０人の若者が新城を
訪問します。滞在期間中ホームステイを受け入れてくださるご家庭を募集します。期間中、集合時間に指定場所
まで送迎可能な方で、ステイ中は朝食・夕食の提供をお願いします。

応　募　�登録用紙を新城市国際交流協会事務局へ郵送または直接、メールでご提出ください。
登録用紙は市協会ホームページから入手できます。

謝　礼　５千円	 締　切　９月２日㈪１６：００（必着） ▲国際交流協会
　ホームページ
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まちの話題あらかると

モンテネグロ若者交流参加者募集
新城に滞在するモンテネグロの若者達と交流してくれる２５歳以下の若者を募集します。
日　程　�１０月１日㈫若者交流会、２日㈬文化体験、３日㈭名古屋城など訪問のうち、参

加可能な日程（複数参加可）
集　合　新城市役所（予定）
参加費　いずれの日程も入場料、受講費、食事などは各自負担
申　込　申込フォームから申し込みください
締　切　９月１０日㈫ ▲申込フォーム

ボッチャ体験教室

　黄柳川小学校で新城人権擁護委員協議会がボッチャ体験
教室を行いました。ロンドンパラリンピックに出場された加

か

藤
とう

啓
けい

太
た

氏から競技について教えていただき、子どもたちは障が
い者への理解を深めるとともに競技の難しさと楽しさを体感し
ました。加藤氏との対戦では白熱した戦いとなり、僅差で子ど
もたちが勝利しました。

６月１９日㈬

作手地内の花壇などにサルビア・マリーゴールド植栽

　新城有教館高校作手校舎の生徒が育てたサルビア・マリー
ゴールドの苗（４，０００鉢）を作手地区内の花壇や道路沿い
に植栽しました。

６月１０日㈪

安全見守り活動出発式を開催しました

　新城警察署、新城郵便局などの機関・団体が集まり、安全見守
り活動出発式を開催しました。その後、千郷小学校の下校時刻に
合わせて見守り活動を実施しました。

7月11日㈭


